
扱◇報 鐵鱗轡 1994

Nα414

読　紀こ

灘灘懇

　4月中旬、標高約350mの早稲田大学セミナー

ハウスの近くでは名平地区の人達が共同で苗代

作りに励んでいました。昨年は冷害、でも今年

こそ…　　と願わずにはいられません。

　890mの黒姫山も雪解けが進んでいます。
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欝

武田比呂美さん

　（松代小学校）

　　　7レ

古見　豊さん
　（松代小学校）

小島真友美さん

（犬伏）

（松代保育園）

今年の4月から松代保育園に勤務させていただ
くことになりました。

短大を卒業し、松代に戻ってきてもう7年が過
ぎてしまいました。その間に温泉ができ、スキー
場もできました。今はまたふるさと会館・北越北
線の工事が進んでいます。松代はこんなふうに変

わりました。変わらないのは私だけかな……？こ
れからまだまだ発展するでしょう。

私は21世紀の松代を背負って立つ子供たちと元
気いっぱい遊びたいと思います。これから何かと
お世話になるかと思いますが、どうぞよろしくお
願いします。
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、勝

丸山文雄さん
　（松代小学校）

〃
詔

宮腰淳子さん
　（松代小学校）
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斉木 忍さん

（室野）

（役場住民課）

　松代は長い冬を終えて間もなく木々が芽吹きあ
たり一面黄緑色と化します。この時期はいろいろ
なことの始まりの季節です。私の生活も新しく始
まりました。4月から栄養士として働くことにな
ったのですが、まだ新卒で経験もなく知識も浅い
ため、皆さんの役に立つというよりは、これから

の仕事の中でいろいろ勉強していき、r日でも早
く認めていただけるようにがんばっていかなけれ

ばなりません。私にとっては栄養士として働く本
当の意味での始まりの季節となりました。

　木々の新芽に負けぬように活力を持って働いて
いきたいと思っています。
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岡田藤江さん
　（孟地小学校）

ll　

　　　轡
　　　鵜

石野正已さん
　（山平郵便局長）

　　　血

池田　保好さん

　（松代郵便局）

筑波和子さん
　（孟地小学校）

和栗健三郎さん

　（松代郵便局）

武田　昌午さん

　（室野郵便局）

平井修二さん
　（奴奈川小学校）

市川　綾子さん

　（奴奈川小学校）

伊藤義文教頭
　　（松代高校）

倉石正久校長
　（奴奈川小学校）

山岸秀夫校長
　（松代中学校）

青柳美徳さん
　（松代中学校）

膿繍襲，

室野に来て

富田　光一さん

　（室野郵便局）

　私はこの4月から室野郵便局で働くことが決ま
りました。自宅が上越市の高田にあり、室野まで
来るには1時間くらいかかることから局長の宿を

借りて住んでいます。初めて室野に来た時は、今
以上の雪があったので驚きました。

　10日くらい過ぎましたが1人暮らしには少しず
つ慣れてきました。郵便の配達をやっていますが

こちらの人達はすごく親切で解らないことがあっ
て聞いても、いやな顔ひとつせずに教えてくれる

のでとても助かっています。

　これからも皆さんのためにがんばっていこうと
思います。
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高橋美和子さん

（太平）

（松代保育園）

　今年の4月から松代保育園にお世話になること

になりました。

　高校卒業後、2年間東京の方で幼児教育を学び

専門職への就職が難しい中、縁あって松代に戻り

保育の仕事に就くことができました。仕事につい

ては経験不足のため戸惑うこともありますが子供

たちが安心して生活し、満足する遊びができたら

と思っています。また、子供たちの「すてきな笑

顔」がくもることのないようがんばりたいです。

　まだまだ未熟者で皆様にご迷惑をおかけするか

もしれませんが、どうぞよろしくお願いします。

　　　　◎

渡辺　　守さん

　　（松代高校）

山川みゆきさん

　（松代高校）

佐藤信子さん
　　（松代高校）

小島　　文さん

　　（松代高校）

石野敏行さん
　（松高事務長）

鈴木まさ子さん

　　（松高事務）

艇

若月　美穂さん

（孟地）

（犬伏保育園）

　4月より犬伏保育園の保母としてお世話になる

ことになりました。

　3年間学校へ行き、1年間乳児院の保母として
勤めていました。松代を離れている間、休みの日

に家に帰ってくるとそのたびに温泉ができていた

り、スキー場ができていたりとどんどん町の様子

が変わっていることに驚き、住み良い町になって

いるのだなと感心していました。

　そしてこれからも発展して行く松代町で私もが
んばろうと思っていますので皆さんよろしくお願

いします。

高橋秀樹さん

（天水島）

（J　Aしぶみ）

　松代町の皆さん、こんにちは。
　この春から「J　Aしぶみ」に入社しました。東
京の専門学校に通っていたのですがこちらにUタ
ーンして来ました。入社してもうすぐひと月が経
とうとしていますが、私は営農販売課に配属され
主に松之山の育苗センターの方で働いているので
皆さんと接する機会が余りありません。しかし、
これからいろいろな面で皆さんと顔を合わせるこ
とが多くなると思うので、もし良かったら私の顔
を覚えていただきたいと思います。
　まだまだ未熟もので皆さんにご迷惑をおかけす
ることと思いますが、松代町のために貢献したい
と思うのでよろしくお願いします。
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山
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村

　4月1日から、農協
（生活課食材担当）で

働かせていただいてい

ます。去年の秋に、神

奈川県から松之山に嫁

いできたばかりで松代

町のことは良くわかり

ませんが、がんばって

いきたいと思います。
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「環境にやさしい社会」を築くために

　5月の大型連休も終わり、新緑の季節になりました。野山の花も庭先の花も

一斉に咲き出し、豊かな自然の恵みを感じさせてくれます。

　近年の科学技術の発達や経済の発展のお陰で、私たちの生活も大変豊かにな

りました。それだけに工場や私たちの生活から出てくるゴミや排水等が大幅に

増加し、どうしたらよいかテレビや新聞等で話題になっています。ゴミを分別

収集してリサイクルしている自治体も出ています。

　かつて経済の高度成長期の頃は、工場から出る煤煙・産業廃水による環境汚

染や、無秩序な開発による自然破壊が進行し社会問題となりました。

　最近の環境問題は自動車からでる排気ガスや日常生活の中から出る生活排水

による大気汚染、水質汚濁など、都市・生活型公害やエネルギー利用にかかわ

る地球温暖化など、ふだんの事業活動や日常生活が原因となっているものが大

部分を占めています。したがって、今日の環境問題は私たち一人一人がその原

因をつくる、加害者であり被害者でもあります。

　今までのように規制を中心とする対応だけでは、解決が困難になってきまし

た。このようなことから、健全で恵み豊かな自然環境を守り、将来の世代に引

き継いで行くために、昨年（平成5年）の11月、環境基本法が制定されました。

　私たち一人一人ができること、例えばできるだけゴミを出さない生活を心が

けるとか、洗剤を正しく使用するなど、日々の暮らし方を見直し、少しでも環

境にやさしいものにしていくことが大切ではないでしょうか。

年金額が引き上げられます

．難一鶴・ 藷、穣鐵華嚢灘．
擁繕、簿藩欄．

・懲馨戯灘難綿勲

瀬灘　　、難釜i雛 年　額 月　額 年　額 月　額

馨騨灘麟嚢鐘il羅嚢 737，300 61，442 747，300 62，275

．…灘籍繋鍵蘂嚢灘鐵綾蒙
921，600 76，800 934，100 77，842

擁・　鰹纐 737，300 61，442 747，300 62，275

．趨鑛墨・灘羅鑑 949，800 79，150 962，700 80，225

＆保険料も

　変わります

●

）
　国民年金制度では、完全自動物価スライド制により、年金額や保険料額を

前年の物価変動に応じて改定し、その価値を保っています。

　今年も4月から年金額が引き上げられます。新しい年金額は上表のとおり

です。

また、国民年金保険料も改定され、4月からは月額11，

になります。
100円
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関
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局
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の
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賞
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達
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内
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5
型
A
V
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ス
イ
ス
製
ペ
ア
腕
時
計
・
カ
メ
ラ
一

体
型
液
晶
ビ
デ
オ
の
三
点
の
中
の
一

点
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
中
か
ら
家

族
で
協
議
の
結
果
、
長
男
の
護
さ
ん

が
こ
の
ビ
デ
オ
を
選
ん
だ
そ
う
で
す
。

松
代
・
黄
金
屋

柳

巳

β
さ

白
ハ
ん

　
ち
な
み
に
こ
の
年
賀
状
は
十
日
町

市
に
住
む
従
妹
の
小
林
千
代
子
さ
ん

（
松
代
豆
腐
屋
出
身
）
か
ら
の
も
の

だ
そ
う
で
、
十
日
町
局
で
販
売
さ
れ

た
は
が
き
の
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に
当
選
番
号
が
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る

と
い
う
話
を
聞
き
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か
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ら
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キ
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場
の
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務
が
終
わ
っ
た
四
月
に
な
っ

て
発
見
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
関
谷
局
長
の
話
で
は
東
頸
城
郡
内

で
今
年
は
ま
だ
引
き
換
え
の
話
は
聞

い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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な
さ
ん
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一
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し
て
み
ま
せ

ん
か
。
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換
期
間
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1
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な
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柳
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ん
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4
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1
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に
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町
と
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め
る
世
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ュ
ニ
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ー
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ラ
ブ
（
中
・
高

校
生
）
の
一
行
四
十
三
名
が
三
月
二

十
七
日
～
三
十
日
来
町
し
、
三
泊
四

日
の
日
程
で
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
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い
ま
し
た
。
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、
昨
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世
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谷
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流
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生
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め
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お
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い
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深
め
る
た
め
に
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施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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に
今
回
、
当
町
か
ら
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館
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の
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ー
ダ
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成

講
座
受
講
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十
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の
皆
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と
二
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日
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日
の
一

泊
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日
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流
プ
ロ
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ム
を
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験

す
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歩
踏
み
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な
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ま
し
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ま
ず
二
十
八
日
、
午
前
十
時
よ
り

松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
に
お
い

て
開
会
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
雪
上

運
動
会
・
ス
キ
i
交
歓
会
と
交
流
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深
め
ま
し
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。

　
そ
し
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午
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時
、
た
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ま
つ
滑

降
に
よ
り
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
に

点
火
さ
れ
る
と
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歓
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上
が
り
、

雪
上
に
映
し
出
さ
れ
た
幻
想
的
な
炎

の
美
し
さ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

を
囲
ん
で
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
交
歓

会
を
行
い
、
松
和
寮
に
帰
っ
て
か
ら

一
緒
に
活
動
し
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
で
床
に
つ
き
ま
し

た
。

　
翌
二
十
九
日
に
は
町
民
グ
ラ
ン
ド

で
雪
合
戦
や
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
操
縦

体
験
、
雪
上
車
乗
車
体
験
と
世
田
谷

っ
子
た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
中

・
高
校
生
も
雪
国
な
ら
で
は
の
遊
び

を
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
．

　
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
交
流
が
続

き
実
り
多
い
交
歓
会
に
育
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

役職名 地区名 氏　　名

会　長 室　野 古島トシ子

副会長 松　代 関谷光子
〃 儀　明 小堺月子
〃 室　野 斎木美恵子

幹　事 千　年 高橋洋子
監　事 松　代 鈴木孝子

〃 田野倉 池田美代子

理　事 松　代 関谷初子
〃 小荒戸 五十嵐恵美子

〃 会　沢 小野島トク

〃 田野倉 斎藤久子
〃 室　野 小堺タミ子
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語
し
ぶ
み
　
佐
藤
　
實
さ
ん
（
室
野
）

食
糧
庁
長
官
表
彰
で
感
謝
状
を
授
与

　
去
る
五
月
十
日
、
新
潟
食
糧
事
務

所
浦
川
原
支
所
に
お
い
て
、
し
ぶ
み

農
協
営
農
販
売
課
課
長
補
佐
の
佐
藤

さ
ん
は
食
糧
庁
が
行
う
調
査
業
務
に

昭
和
五
十
九
年
四
月
よ
り
十
年
に
わ

た
り
迅
速
か
つ
正
確
さ
を
信
条
と
し

て
対
応
協
力
し
、
温
厚
篤
実
な
性
格

と
と
も
に
他
の
関
係
機
関
の
模
範
と

な
る
業
績
に
対
し
て
新
潟
食
糧
事
務

所
長
（
長
田
俊
二
氏
）
よ
り
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
く
に
平
成
五
年
度
は
異
常
気
象

の
中
で
営
業
区
域
を
標
高
の
高
い
山

間
地
に
持
ち
な
が
ら
、
地
域
に
対
し

て
持
ち
前
の
指
導
力
を
発
揮
し
水
稲

の
成
育
状
況
、
生
産
者
の
米
売
渡
見

込
み
及
び
米
の
集
荷
に
最
大
限
の
協

力
を
す
る
な
ど
そ
の
実
績
は
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

松
鷺
・
金
八
・
樋
ロ
邦
華
欝
犠

　
「
金
の
な
る
木
」
み
な
さ
ん
ご
存

じ
で
す
か
。
短
く
て
太
い
幹
の
先
に

サ
ボ
テ
ン
の
よ
う
な
葉
っ
ぱ
。
新
芽

が
出
た
時
、
そ
の
先
に
穴
の
開
い
た

硬
貨
を
か
け
て
お
く
と
芽
が
伸
び
て

硬
貨
が
あ
た
か
も
木
に
な
っ
た
よ
う

に
な
る
の
で
こ
の
よ
う
に
名
づ
け
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

　
花
は
白
と
ピ
ン
ク
の
二
種
類
が
あ

り
樋
口
さ
ん
宅
で
は
ピ
ン
ク
の
花
が

咲
い
て
い
ま
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
る
と
こ
の
地
方
で
は
ち
ょ
っ
と
例

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

局舩

　
春
風
も
爽
や
か
な
四
月
二
十
日
、

松
代
郵
便
局
（
関
谷
八
郎
局
長
）
で

は
「
一
日
郵
便
局
長
」
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

》
大
変
な
ん
で
す
ね
。

▼消印作業もかろやかに

　
八
時
三
十
分
前
に
見
え
ら
れ
た
大

正
医
院
の
院
長
先
生
で
も
あ
る
関
谷

さ
ん
は
局
長
に
案
内
さ
れ
て
郵
便
の

仕
分
け
作
業
や
金
融
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
端
末
な
ど
を
見
学
さ
れ
て
労

を
ね
ぎ
ら
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
九
時
よ
り
関
谷
局
長
か
ら
辞
令
と

タ
ス
キ
が
渡
さ
れ
、
一
日
郵
便
局
長

に
就
任
。
「
日
頃
、
女
性
だ
け
に
囲
ま

れ
て
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
こ
の
よ

う
に
男
性
だ
け
の
職
場
で
は
、
ま
た

違
っ
た
雰
囲
気
で
緊
張
し
、
力
強
さ

を
感
じ
ま
す
。
雨
風
や
雪
の
日
も
あ

り
、
同
姓
同
名
や
番
地
の
無
い
郵
便

物
も
あ
り
大
変
で
し
ょ
う
が
事
故
の

な
い
よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て

業
務
に
当
た
っ
て
下
さ
い
」
と
訓
示

を
行
い
ま
し
た
．

　
ま
た
、
今
の
よ
う
に
無
雪
道
路
で

な
か
っ
た
若
い
こ
ろ
、
か
ん
じ
き
で

作
っ
た
「
ひ
と
あ
し
道
」
を
ス
キ
ー

で
滑
っ
て
大
変
怒
ら
れ
た
苦
い
経
験

な
ど
も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
窓
口
や
ポ
ス
ト
で
集
め
た

郵
便
物
に
消
印
作
業
を
難
な
く
こ
な

し
一
日
郵
便
局
長
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
一
日
郵
便
局
長
は
、

新
式
郵
便
制
度
が
実
施
さ
れ
た
明
治

四
年
四
月
二
十
日
を
記
念
し
て
昭
和

九
年
か
ら
「
逓
信
記
念
日
」
と
定
め

こ
れ
に
ち
な
ん
だ
行
事
で
平
成
六
年

は
61
回
目
を
数
え
て
い
ま
す
。

松代町老人クラブ連合会新役員名簿

　　　　　　　　　　　（任期2年）

役職名 地区名 クラブ名 氏　　名

会　長 苧　島 苧　　島 柳　　晴二

副会長 松　代 フクロク 鈴木　重広

〃 儀　明 儀　　明 小堺　欣一

〃 室　野 川　　西 小堺陽七郎

監　事 会　沢 会　　沢 万羽　　弘
〃 田野倉 銀杏会 斉藤　良二
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O

山
平
会
総
会
が
開
催
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
井
上
市
郎
（
千
葉
県
松
戸
市
在
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
・
坂
田
屋
出
身
）

》
盆
踊
り
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
参
加
者
の
皆
さ
ん

　
去
る
四
月
十
七
日
、
東
京
都
新
宿

区
の
神
楽
坂
エ
ミ
ー
ル
で
山
平
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は

約
四
十
名
で
す
。
東
京
松
代
会
か
ら

も
会
長
の
関
谷
さ
ん
他
三
名
が
出
席

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
総
会
の
あ
と
の
懇
親
会
で
は
、
初

め
て
の
試
み
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
や

り
ま
し
た
。
な
か
な
か
完
成
し
そ
う

で
完
成
し
ま
せ
ん
。
緊
張
と
笑
い
の

う
ず
の
中
で
、
賞
品
を
も
ら
っ
た
人

も
大
勢
い
ま
し
た
。
次
は
カ
ラ
オ
ケ

大
会
。
最
後
は
盆
踊
り
で
す
。
こ
れ

は
蒲
生
の
盆
踊
り
で
私
が
昔
習
っ
た

も
の
と
違
い
ま
す
が
、
楽
し
く
行
列

に
加
わ
り
ま
し
た
。
賑
や
か
に
楽
し

い
催
し
も
の
が
続
き
、
郷
里
を
な
つ

か
し
む
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
お
酒
の

量
も
増
え
ま
し
た
。

　
山
平
会
は
旧
山
平
村
の
出
身
者
の

同
郷
会
で
す
。
会
長
は
樋
口
丈
吉
さ

ん
（
田
野
倉
堂
の
浦
出
身
）
、
会
長

代
行
は
山
岸
忠
治
郎
さ
ん
（
蒲
生
治

三
郎
出
身
）
、
幹
事
長
は
武
田
晃
平

さ
ん
（
名
平
そ
で
出
身
）
と
在
京
の

大
先
輩
が
揃
っ
て
い
る
会
で
す
が
、

決
し
て
堅
苦
し
い
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
会
は
「
楽
し
く
、
懐
か
し
く
、

肩
の
凝
ら
な
い
会
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
現
在
百
八
十
名
の
会
員
が
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
組
織
率
は
低
い

と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
会
で
は
新
し
い
会
員
を
求
め

て
い
ま
す
。
特
に
若
い
皆
さ
ん
の
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
来

年
度
か
ら
毎
年
一
回
会
報
を
発
行
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
会
に
参
加
す
る
と
、
年

令
と
職
業
が
違
う
新
し
い
仲
間
が
増

え
る
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
私
の
場

合
、
今
回
の
出
席
者
と
の
交
友
関
係

を
言
う
と
、
よ
く
会
う
人
は
数
名
、
こ

の
会
に
入
っ
て
知
遇
を
得
た
人
約
三

十
名
、
四
十
年
ぶ
り
に
会
っ
た
人
約

一
名
と
い
う
具
合
で
し
た
。

　
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

幹
事
長
の
武
田
晃
平
さ
ん
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

〒
三
三
〇
　
大
宮
市
東
門
前

　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二
－
一

　
個
〇
四
八
－
六
八
四
ー
五
八
七
一

鐵
馨
灘
舞
嶽
嚢

』
…
き
議
潅
業
審
鞍

　
東
京
松
代
会
で
は
「
ふ
る
さ
と
松

代
町
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
標
記
の

テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
ほ
く
ほ
く
線
の
開
通
を
間
近

に
し
て
、
ふ
る
さ
と
は
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
町
長
の
基
調

講
演
を
軸
に
、
ふ
る
さ
と
の
現
状
を

知
り
、
今
後
の
発
展
を
み
ん
な
で
考

え
て
見
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
東
京
松
代
会
未
加
入
の
方
々
も
お

誘
い
の
上
、
多
数
ご
参
加
下
さ
る
よ

う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

期
日
　
平
成
6
年
7
月
1
0
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
二
時

場
所
　
東
京
　
新
宿
モ
ノ
リ
ス
2
9

　
盈
〇
三
－
五
三
八
一
－
九
二
二
九

会
費
　
三
千
円
（
弁
当
・
飲
物
）

参
加
申
し
込
み
　
は
が
き
に
氏
名
・

出
身
地
区
を
明
記
の
上
、
6
月
3
0
日

，
ま
で
に
下
記
へ
申
し
込
み
下
さ
い
。

〒
三
五
二
　
埼
玉
県
新
座
市
野
火
止

　
　
　
　
　
　
　
8
－
8
－
2
0
ー
鵬

　
実
行
委
員
長
．
佐
藤
直
義

　
暦
〇
三
－
三
二
五
二
－
二
五
五
一

愛鳥週間
（5月10～16日）

　東京松代会発行カレンダー

風景・行事写真〆切迫る！7

12月号でお知らせのと
京松代会では平成7年
ンダーを作成する計画
ています。

い冬・楽しい冬等どん
でも結構です。松代町
はの写真を掲載する予
のでふるって応募して

昨
り
力
進
厳
写
ら
で
さ
な
に
ま
詳
役
い
冬
春
夏
秋

　
お
の
を
　
な
な
定
下
　
り
き
は
は
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

年
東
レ
め
し
真
で
す
い
お
締
し
細
場
。

、勝手ながら下記の通
切を設定させていただ
た。ご不明な点あるい
をお知りになりたい方
広報係に問い合わせ下

の部　5月20日（金）
の部　7月20日（水）
の部　8月31日（水）
の部　8月31日（水）
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髭

脅云

越締

　
　
　
　
　
　
び
　
じ
ん
ば
や
し

散
る
・
「
美
人
林
」

と
い
う
名
の
ブ
ナ
林
に
て

新
緑
の
美
し
さ
に
誘
わ
れ
て

青
い
木
漏
れ
日
の
揺
れ
る
　
ブ
ナ
の
林
を
行
け
ば

散
っ
て
い
る
散
っ
て
い
る

若
葉
の
重
な
り
合
う
梢
の
高
み
か
ら

薄
茶
色
の
細
か
な
も
の
の
　
頻
り
に
降
っ
て
く
る

風
や
光
と
遊
び
き
ら
め
く
若
葉
た
ち
と
は

別
の
世
界
の
よ
う
に
　
ひ
っ
そ
り
と
散
っ
て
い
る

誰
か
が
そ
っ
と
　
秋
の
風
景
を
置
い
て
っ
た
よ
う
な

私
　
少
し
と
ま
ど
い
　
ブ
ナ
の
木
々
に
向
か
っ
て

散
っ
て
い
る
も
の
は
何
？
　
と
問
い
か
け
る

相
　
沢
　
ヨ
シ
子

葉
と
な
っ
て
生
ま
れ
出
る
ま
で
の
芽
を

冬
の
寒
気
か
ら
守
り
　
育
て
て
く
れ
た
殻
が

今
は
そ
の
役
目
を
終
え

安
堵
の
思
い
で
散
っ
て
い
る
の
だ
　
と

ブ
ナ
の
木
は
応
え
て
く
れ
る

身
近
な
　
と
思
い
こ
ん
で
い
る
こ
の
木
に
つ
い
て

本
当
は
何
も
分
か
っ
て
い
な
い
私
に

木
は
　
お
し
え
て
く
れ
る

私
は
　
ふ
っ
と

以
前
　
何
か
の
本
で
読
ん
だ
言
葉
を
思
い
出
す

　
　
こ
れ
は
　
こ
の
優
し
い
形
は
　
愛
だ

「
愛
」
と
い
う
言
葉
は
も
う

老
い
の
身
に
眩
し
す
ぎ
る
が

比
喩
な
ん
か
で
は
な
い

優
し
さ
の
満
ち
る
ブ
ナ
の
林
に
抱
か
れ
て
い
る
と

胸
の
芯
が
ぽ
っ
と
　
温
め
ら
れ
て
い
く
よ
う
だ

聾1
しの
σ満　・㍉

多

　
　
　
　
　
ノ

　
　
い
受

　
　
　
　
　
　
へ

花
ひ
ん
の

色
が
　
　
（

ぢ
が
．
て
　
　
、

る
巾
よ

　
　
　
　
　
塾

髭

ノ

緊妃

瓶
、

　
　
　
　
筍

醒
　
彰傷

◎o

殴

こ
っ
ぢ
を

直
モ
う

、黛
汐
霧

　
藺
磯
懲
諜
欄
繍
叢
灘
『
、

　
　
雛
鍵
、
鍵
響

　
　
　
　
　
　
　
灘
灘
懇
『
灘
叢
』

　
県
下
で
も
い
ろ
い
ろ
と
俗
名
が
あ

る
。
カ
タ
ッ
コ
ウ
、
カ
タ
コ
、
カ
タ

一『
鷺
　

ッ
コ
な
ど
な
ど
。
四
～
五
月
に
開
花

す
る
、
多
年
草
で
地
中
深
く
に
柱
状

に
り
ん
茎
が
あ
り
、
そ
の
先
か
ら
一

本
の
茎
を
伸
ば
す
。
葉
は
普
通
二
枚

左
右
に
開
き
、
葉
の
両
面
に
毛
が
な

く
、
へ
り
に
ぎ
ざ
ぎ
ざ
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
は
二
＋
粁

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ど
の
柄
の
先

　
　
　
　
　
　
　
　
に
一
個
下
向
き

　
　
　
　
　
　
　
　
に
咲
く
。
カ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
の
り
ん
茎

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
良
質
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ぷ
ん
が
と
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
こ
れ
が
本

　
　
　
　
　
　
　
　
物
の
カ
タ
ク
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
粉
で
あ
る
．

654321
国

　
　
　
出
題
　
九
段
　
北
村
昌
男

　
●
ヒ
ン
ト
…
玉
を
上
部
へ
出
す
か
、

　
　
下
へ
押
さ
え
つ
け
る
か
。

　
　
1
0
分
で
2
級
、
4
分
で
二
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
飛
香

一
二
三
四
五
六
七
八
九

と 罫

皇 正

彰 馬 乎

夢

。つ！吾雫穿旱呈藷号罫■1’呈￥一’…≡回1

’雛二』z’正三z判マーz圭雌鉢乃◎ユ

事雛一一’正『二一’㍗一zり力鮪号三

z：哩回z（o圭雌◎↓ユ茸一乃‘ア9

ψ忌（o目’評）暴雛（り目士ε〈則鶴〉
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上越地域職業訓練センター

　　訓練生募集
1．訓練科目及びコース内容

・教育訓練技法　　6月

・販売知識コース　6月

・仕事の教え方　　6月

・人の扱い方　　　6月

・電気工事士コース6月～7月

・ワープロコースII6月～7月

・改善の仕方　　　7月

・材料コース　　　7月

・2級建築士コース7月～9月
・
、
表
計 算コース　　7月～9月

・ビジネス文書科　7月～9月

・建築パースコース7月～11月

2．定員10～20名
3．場所上越市高土町3－1－12

4．申込期間

　各科講習開始2週間前まで
5．問い合わせ先

　上越地域職業訓練センター

　ao255－23－0737

第26回新潟県青年リーダー

養成海外研修事業団の

　　団貝募集
新潟県民生部では下記のとお

り海外研修生を募集しています。

1．募集締切

　平成6年5月19日（木）

2．応募書類提出先

　松代町公民館　社会教育係

　担当　樋口　7－2301
3．選考試験

①期日

　　・アメリカ班　6月9日

　　・韓国班6月10日
②場所　新潟県庁

③内容一般面接・英会話
④時間割り

　受付　12時30分～12時50分

　試験　12時50分～17時OO分

⑤募集人数　15人

⑥本人負担金

　　・アメリカ班　164，000円

　　・韓国班　57，000円
⑦応募資格

　18歳～30歳（学生を除く）

4．問い合わせ先

新潟県民生部女性児童課

　青少年育成係　内線2511

　盈025－285－5511

お米の安定供給のために

・必要な時に必要な量の購入を

・売り惜しみ・価格の上昇がな

いよう監視・指導を強化しまし

た。ご意見・ご質問は「米110

番」で相談に応じています。

新潟食糧事務所

　暦025－224－3391

　智025－228－5211

　暦025－228－5213

　智025－285－5511
毎日午前8時30分～午後5時まで

国税専門官募集

　人事院・国税庁では「国税専

門官」として活躍したいという

希望に燃えた人を募集していま
す。

　国税専門官とは、税務調査・

検査及び申告の指導などを行う

「国税調査官」、納税の督促・滞

納処分及び指導などを行う「国

税徴収官」、悪質な脱税嫌疑者に

対して捜索・差押えなどを行う

「国税査察官」をいいます。

　国税専門官採用試験に合格し、

採用されますと、まず、税務大

学校において3か月間税法や簿

記・会計等の基礎研修を受けま

す。その後、税務署において約

3年の実務経験を積んだ後、専

門職として必要な高度の専門知

識・技能を習得するため、再び

税務大学校において約6か月の

専門研修を受けます。

〔受験資格〕

　昭和42年4月2日～

　　　　昭和48年4月1日生
〔試験内容〕　大学卒業程度

〔申込期問〕5月9日～16日
〔試験日〕

　第1次試験　6月18日～19日

　第2次試験　8月22日～23日
〔試験地〕

　第1次試験　東京都・新潟市他

　第2次試験　東京都・大宮市他

〔採用予定数〕全国で約600名

〔問い合わせ先〕

〒102千代田区九段南1－1－15

　関東信越国税局

　　人事第二課試験研修係

　　盈03－3221－3911

　　　　　　　　δ

　　　　　　　　～

　　　　　　　　ん

　　　りょう　　た

関箭歳太くん后

松代まつざかやδ：

　　　　　　　　（

　　　　　　　　見

　　　　＿　て
桜沢　　愛ち・ん

　　5歳　わ
松代釜田住宅

　　　とも　　お
萬羽智雄くん

　　5　歳
松代　おおまきや

つ

，
●

，
●

∪ターン就職希望者

合同企業説明会
　Uターンを希望しておられる

方（学生も含む）に対し東京で

就職相談会・雇用情報の発信に

合わせて、上越地域フェア「リ

ブ・インふるさと上越ゾーン」

を開催いたします。

日　時平成6年6月25日（土）

　　　　午後1時～午後7時
　　　平成6年6月26日（日）

　　　　午前10時～午後4時
会　場　東京都健康プラザ

　　　　　　「ハイジア」

　新宿区歌舞伎町2丁目44－1

問合わせ先（公共職業安定所）

　ハローワーク安塚

　　智02559－2－2039
主　催

　新潟県雇用環境整備財団

　　智0255－26－3310
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親善バレーボール大会

　　参加チーム募集中

期日　平成6年6月19日
　　　　　　　（第3日曜日）

種目　一般9人制バレーボール

　　（女性1名以上含めること）

会場　総合体育館

参加料　1チーム2，000円

　　（協会登録チームは無料）

申込先　役場・収入役室　石口

　又は、体育

　館事務室

申込〆切　　　　　　　・・鴨

5月末日Ot●・

新潟県
　警察官A募集

◎採用試験受付期間

　5月6日㈹～6月20日（月）

◎第一次試験日

　7月10日（日）

◎採用予定人員

　男子警察官A～13人程度

　婦人警察官A～3人程度

◎受験資格

　昭和42年4月2日から昭和48

年4月1日までに生まれた男子

及び女子で、学校教育法による

大学（短期大学を除く）を卒業

した者又は平成7年3月31日ま

でに卒業する見込みの者。

◎願書・問い合わせ

　警察署・派出所・駐在所へ

11

章検時構必要誕繍麟i◎愈螢麟羅騰騨

　5月中に軽自動車税を納めて

いただいた時に領収書とともに

「軽自動車税納税証明書」を送

ります。　（右記参照）

　この証明書は車検を受ける時

に必要となりますので大切に保

管願います。

を智
灘
盃
　1

1。1・
　　　　．．砂

アマチュアバンドフェステバル

出演者及びバンド募集中

　松代町アマチュアバンド協会

では、次の日程によりアマチュ

アバンドフェステバルを開催し

ますので出演者及びバンドを募

集いたします。

　一人でフォークギター一本で

一曲だけでも、また、フォーク

ソング・ハードロック・オリジ

ナル・若かりしころの歌・最新

の歌等何でも結構です。

　当日1日だけの即席バンド・

高校生バンド・昔やったことの

あるオールドバンド大歓迎。

　ただし、松代町在住者に限り

ます。楽器が無い・メンバーが

足りない・練習場所が無いバン

ドは協会に連絡下さい。協力い

たします。一般の方も、ぜひ聴

きにおいで下さい。

日　時　7月17日（日）

　　　午後1時半より

会　場　松代町総合体育館

入場料　無　料

出演料　1バンド1，000円

主　催　松代町

　　　　アマチュアバンド協会

後　援　松代町公民館

　　　　松代町文化協会

　軽自動車税納税証明書
　　　（継続検査用）
納税義務者住所・氏名

証明書番号

車両番号

この証明書の

有効期限 平成　　年　　月　　日

備　　　　考

申込先

上記の軽自動車について軽自動車税

の滞納のないことを証明します。

響．．購

車両番号、有効期限欄が

＊＊＊印のもの、または

領収日付印のないものは

無効です。

領
収
日
付
印

五十嵐　保　7－2218
　　　　（原田屋精肉店）

関谷　栄治　7－2220

　私たちはふだん食べたり、し，

やべったり、笑ったりしていま

すが、それは歯が全部そろって

いるお蔭です。

　もし、たった1本でも歯を失

ったとしたら、いったいどうな

るでしょうか。思いもかけない

ほど、いろいろな問題が口の中

に起こってきますが、最も重大

なことは噛み合わせの問題でし
ょう。

　どの歯もすべて上下にあった

もの同士がペアで機能していま

す。したがって、歯を1本失う

ということは、その対合歯も巻

き添えにして、役に立たなくな

ってしまいます。

　ピーナッツや生米による実験

では、下顎の6才臼歯を1本失

っても、食物の粉砕能率は、以

前に比べて何と60％に落ちてし

まうことが明らかになっていま

す。　　　（新潟県歯科医師会）
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富沢一子・さん（松代・新田）

　
雪
が
溶
げ
て
、
山
肌
が
現
れ
、
山

山
が
若
葉
に
つ
つ
ま
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
私
が
高
校
を
卒
業
し
て
既
に
二
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
二
年
間
色
々
な
事

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
最
初
は
仕
事

に
慣
れ
な
く
て
、
残
業
は
山
の
よ
う
。

通
勤
に
ス
ク
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
い

た
の
で
す
が
、
夜
の
道
は
ト
ラ
ッ
ク

が
多
く
、
ト
ン
ネ
ル
や
細
い
道
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

で
は
、
よ
く
、
「
こ
の
ま
ま
礫
か
れ
て

し
ま
う
の
で
は
？
」
と
不
安
に
な
っ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
車
の
免
許
を

と
っ
た
頃
に
は
ス
ク
ー
タ
ー
は
も
う

ボ
ロ
ボ
ロ
で
、
犬
伏
付
近
か
ら
家
ま

で
ス
ク
ー
タ
ー
を
押
し
て
帰
っ
た
事

も
あ
り
ま
し
た
。
今
は
車
に
乗
り
換

え
て
、
雨
や
風
の
強
い
日
も
楽
に
通

勤
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
免

許
を
と
る
少
し
前
に
、
松
代
に
残
っ

た
友
達
に
、
志
賀
高
原
に
つ
れ
て
い

っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　國　　　　　　　　團　　　　　　鋤　　　翻國
（3月26日～4月25日受付）

車
が
あ
れ
ば
こ
ん
な
遠
く
ま
で
好
き

な
時
に
来
れ
る
の
だ
と
感
心
し
た
も

の
で
す
。
い
つ
か
私
が
運
転
し
て
ど

こ
か
に
行
き
た
い
も
の
で
す
が
方
向

音
痴
の
私
の
こ
と
、
ど
こ
に
行
く
か

分
か
ら
な
い
の
で
ま
だ
し
ば
ら
く
は

無
理
で
し
よ
う
。

　
仕
事
で
は
後
輩
が
で
き
、
通
勤
は

車
に
な
り
、
方
向
音
痴
は
な
お
ら
な

い
け
れ
ど
、
二
年
前
よ
り
確
実
に
成

長
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
今

年
、
町
か
ら
成
人
式
に
招
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
式
を
機
会
に
、
よ
り
一
層

成
長
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
鎗

　
　
　
　
　
ゆ
多
．

　
　
　
　
　
　
物

　男　2，408人　　（一2人）

　女2，487人（一4人）
　計4，895人（一6人）
世帯数1，490世帯（＋3世帯）
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　■　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　■

　出生2人　　死亡4人
　転入20人　　転出24人

　　　（6年4月末日現在）

一人口の動き一

圃
園
圏
圃

▼
あ
た
ま
の
中
は
真
っ
白
け
。
原
稿
用

紙
も
ス
ペ
ー
ス
だ
ら
け
。
電
話
に
出
れ

ば
お
ど
お
ど
し
て
て
、
震
え
な
が
ら
の

カ
メ
ラ
や
フ
ラ
ッ
シ
ュ
。
そ
ん
な
こ
ん

な
の
四
月
で
し
た
。

　
先
輩
方
の
作
っ
た
広
報
を
参
考
に
し

て
、
と
思
っ
て
も
昨
年
の
引
っ
越
し
で

ど
こ
に
何
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
焦
ら
ず
に
家
の
中
で
も
掃
除
し

て
資
料
収
集
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
く
す
ぐ
っ
た
い
よ
う
な
紹
介
を
前
任

者
か
ら
い
た
だ
き
恐
縮
し
て
い
ま
す
が
、

「
ハ
チ
マ
キ
お
じ
さ
ん
」
で
汗
を
か
き

な
が
ら
何
と
か
や
っ
て
い
こ
う
と
あ
き

ら
め
て
い
ま
す
。
▼
つ
き
な
み
で
す
が
、

町
民
の
皆
様
が
気
楽
に
参
加
で
き
、
役

に
立
つ
よ
う
な
広
報
を
目
指
す
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
意
見
・

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
前
任
の
米
持
さ
ん
、
長
い
間
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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　げんきな良い子に（出生）
　　たかお
若井貴雄ちやん寛一・京子さん

　　　（長男・蓬平・喜兵工）
　　ま　な　み
井上真菜美ちやん傑・恭子さん

　　　　　（長女・寺田・原）

　ご冥福を祈ります（死亡）

秋山フサノさん　　81歳

　　　　　　（清水・大やじ）

小堺　保さん　　　　38歳

　　　　　　（室野・隠居屋）

柳　市太郎さん　　　71歳

　　　　　　　　（菅刈・林）

若月ミツさん　　　84歳

　　　　　　　（孟地・西方）

　　oこわず
　しか　　　お　　　もの　　やま　　　み

＊鹿を逐う者は山を見ず
山中で鹿を射ようとしている者

はそのことに夢中で山の状態を
判断することができないように、

目の前の利益だけを考えている

者には、全体やほかのことを考
える余裕がないことをいう。
　おや　　　いけん　　ひやざけ　　あと

＊親の意見と冷酒は後できく
親からされる意見というのは、

そのときは不合理に思えても、

冷酒が飲んでしばらくしてきい
てくるように、あとになると思
いあたるものだということ。
　つか　　　　　　　　　くわ　　　ひか

＊使っている鍬は光る

いつも使われている鍬がさびず
に光っているように、日ごろ、

一生懸命働いたり学んでいる人
はなまけ者とはちがって光って
みえるということ。
　つきよ　 ちょうちん

＊月夜に提灯

月夜の明るい晩に提灯をともす
ように無益なこと、不必要なこ
とのたとえ。
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